
台風第９号から変わった温帯低気圧による大雨
【東北農政局の取組】

◎ 台風９号から変わった温帯低気圧に伴う大雨の影響で、高瀬川（青森県管理区間）の一部区間が決壊し、農地約192haが湛水
◎ 東北農政局は、東北町からの要請を受け８月１２日１４:00頃から２２日まで、24時間体制で排水ポンプ車による排水作業を実施
◎ ８月２２日の8:30頃には、農地の湛水がほぼ解消

ポンプ車 作業日時（排水量）

排水ポンプ車１台目
（30m3／min、水中モー

ター式）

令和３年８月12日 14:00 ～ ８月22日 8:30
（稼働時間：215時間30分）

排水ポンプ車２台目
（20m3／min、水中モー

ター式）

令和３年８月17日 15:00 ～ ８月21日 17:00
（稼働時間：98時間）

排出量 約４８２千m3

８月12日(木)16時頃
土場川地区小川原湖方向 農地の湛水状況
（青森県上北地域県民局提供）

◆災害状況

◆排水作業状況

◆排水後

８月22日(日)8時30分頃
土場川地区小川原湖方向農地の湛水が
ほぼ解消

８月17日(火)
排水ポンプ車2台による排水状況

◆対応状況

８月18日(水)
排水ポンプ車２台による作業状況

８月17日(火)
土場川への排水状況

８月12日(木)
職員によるポンプ設置

排水位置

湛水範囲

入沼排水機場
（既設）

甲田揚排水機場
（既設）

（拡大）

×
決壊

小川原湖

排水ポンプ車による排水位置図

（全体）

◆湛水状況

出展：
国土地理院GSI Maps、https://maps.gsi.go.jp

8月12日～22日
まで
延べ65人の職員
(MAFF –SAT)が
作業に従事

写真
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